
名前 

道尾 秀介（みちお しゅうすけ） 

生年月日 

1975 年 5 月 19 日 

職業 

小説家・推理作家・歌手 

[主な作品] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主人公はベテラン詐欺師のタケ。ヒグチというヤクザ

に命令され、犯罪をさせられそうになるが、正義感から

警察に通報した結果、ヒグチ達は逮捕される。しかし、タ

ケは自宅を放火され、幼い娘も失った。タケはヒグチから

の復讐を恐れ、逃げ回るようになる。そんなとき、あること

がきっかけでポンコツ詐欺師のテツに出会う。タケはテツ

と２人でコンビを組み、次々と人をだましてお金を集めて

いく。その後、まひろとやひろという天才スリ少女２人とも

出会い、みんなでチームを組むことに。そして、ヒグチか

ら逃げる生活ではなく、みんなの得意分野を活かして、ヒ

グチへの復讐を果たそう！と立ち上がり、綿密に計画を

立てて、いざ実行！果たしてその復讐は成功するの

か！？ 

そして、最後の１０ページで、読者自身が最初から

ずっとだまされ続けていたということに気がつくはずだ。 

 

大人になったミチオが、小学 4 年生の終業式の日に

先生に頼まれて S君の家に届け物をしたことを思い出す

シーンから始まる。その日、ミチオは S 君が自殺したこと

を目撃してしまうのだ。 

その後、あるものに生まれ変わったというS君から「自

分を殺した犯人を見つけ出してほしい」と頼まれる。そし

て犯人を捜していくうち、考えもしない真実が解き明かさ

れていく。全てを読み終えた後さらに恐怖にも似た感覚

を植え付ける、ミステリーでもあり、ホラーにも似た感覚

を持ち合わせる作品。 

よく考えられたトリックが物語の至る所にちりばめられて

おり一度読んだだけでこれを見抜ける人はいないだろう。 

読む人によって好き嫌いが分かれそうな作品ではある

が、全く予想の出来ない展開と衝撃的な結末は「最

高」の一言。 

 


